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麻生区区民会議 第１回全体会議 

                      日 時 平成２６年８月４日（月） 

                          午後５時から 

                      場 所 麻生区役所第１会議室 

午後５時０３分開会 

１ 開 会 

司会 定刻を少し過ぎましたが、皆様、こんにちは。本日は大変お忙しい中、またお暑い

中、ご出席をいただきまして、まことにありがとうございます。 

 ただいまより第５期第１回麻生区区民会議を開会させていただきます。 

 本日の司会を務めさせていただきます副区長の中山と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

委嘱状交付 

司会 初めに、多田麻生区長より、委員の皆様に委嘱状を交付させていただきます。 

 それでは、お名前を読み上げさせていただきますので、自席でお立ちいただきまし

て、委嘱状をお受け取りくださいますようお願いいたします。 

 それでは、区長、よろしくお願いいたします。 

               〔 委嘱状交付 〕 

司会 ありがとうございます。なお、梶委員につきましては、所用のため欠席でございま

す。また、白井勇様、横田豊様におきましては多少おくれるというご連絡が入ってお

りますので、よろしくお願いをいたします。 

 委員の皆様、ありがとうございました。 

 それでは、第１回麻生区区民会議を開催させていただきます。 

 初めに、麻生区長よりご挨拶を申し上げます。 

 

２ あいさつ 

区長 皆様、こんにちは。麻生区長の多田でございます。 

 本日は、第５期の麻生区区民会議の第１回目の会議ということで皆様にお集まりい

ただきました。ありがとうございます。司会者からもございましたが、大変お忙しい

中、そして、特にこの二、三日暑い中、お集まりいただき、本当にありがとうござい

ます。 

 区民会議も５期を迎えるということで、１期、２期、３期、４期それぞれ区民会議

委員の皆様に麻生区政に対しまして様々な貴重なご意見をいただいてまいりました。

その提言をいただく中で、委員の皆様自らが課題を解決して、大変有意義な活動を行

っている部分や区に対してこういうことをしてはどうかということでご提言もいただ
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き、区のほうで事業化をして進めている事業は様々ございます。また、この第５期

に、今度皆さん方で区の課題について改めてテーマを絞って、２年間という、長いよ

うで、終わってみると少し時間が少なかったなという意見が毎回出るわけでございま

す。昨期の区民会議も、団体のヒアリングなど、全体会、専門部会を含めて150回ぐら

い会議を開いていただき、大変熱心にご議論をいただきました。この５期につきまし

ても皆さんの取り組みに期待をしたいと思っております。 

 区民会議につきましては、既に前回、勉強会ということでお集まりいただきまし

て、概要の説明もさせていただきました。麻生区は分区32年目を迎えまして、このと

ころマスコミなどでは消滅危険都市という、危機がある、人口減、こんなことが課題

になっていますが、マスコミなどでも紹介されましたように、川崎市は、自然増、社

会増とも大変伸び盛りの町が続いています。 

 麻生区も人口についてはずっと伸びているわけですが、麻生区は新百合ヶ丘駅がち

ょうど40年前に開設されて、多摩線も開業しました。また、40年前の人口というのは

６万人ぐらいですが、現在は17万5000人に迫るということで、３倍ぐらいになってき

ました。人口は増えているのですが、この二、三年の傾向を見ますと、全市平均で、

人口が増えるというのは子どもが生まれるとか、市外から川崎市に引っ越してこられ

る方が多いなどこれは増える要素です。それから、お亡くなりになったり麻生区から

市外、区外に転出される方、これは減要素になりますが、川崎市全体の平均値と麻生

区を比べてみますと、自然増、お子さんが生まれる数というのは全市の平均よりも少

し低いです。それから、区外から区域に入ってくる転入率も全市の平均から比べると

少し低いです。大変多くの人が引っ越してきて移り住んでくる、あるいは小さなお子

さんも多いので、自然増というのも多いかなと思いますが、全市の平均から比べると

少し低いです。それから、死亡率も全市の平均より低いです。それから、一番大きい

のが転出率、区内から区外に引っ越す人は全市の平均よりもすごく低いです。したが

って、伸びる要素は全市の平均よりも少し低い、しかし、減る要素は、特に転出が少

ないので、その分人口は増えているという傾向がこの二、三年です。大変緑豊かな環

境で、暮らしやすく、また、麻生区のこの40年間の開発というのは定住志向が強い開

発なので、入ってきていただくと、それから転出する率が少なく、ずっと麻生区に住

み続けていただく方が多くて人口が増えているというのがこの状況です。 

 しかし、今、川崎市も新たな市長のもとで新たな総合計画をつくっていますが、通

常ですと10年、15年ぐらいを１つの大きなスパンで考えるのですが、この先やってい

きますのは、川崎市、麻生区は今人口が増えていますけれども、あと10年、20年の間

にはピークを迎えて人口減少が始まるという推計が出ています。そうしますと、10

年、15年ではなくて、もう少し長いスパン、30年ぐらいの麻生区の今後のあり方も含

めた計画を今つくっているところです。 
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 そうしますと、区域内にずっと移り住んでいる方が多いわけですから、そうした区

民の皆さんの意見をしっかり計画に盛り込んでいきませんと、行政が二、三年のデー

タを調べて、麻生区は将来、こうだああだと言っても話になりません。そこで、そう

いう長い大きな総合計画につきましては、区民の皆さん、そしてこれから暮らし続け

る皆さんの意見を本当にしっかり伺って計画の中に反映していきたいと、こういう作

業も同時に進めているわけでございます。 

 この区民会議の中では、そうした30年先もそうですし、現実に今、暮らしているこ

とでの課題がございますね。緑が多いのだけれどもどのくらい多いのだろうと。川崎

市全体の山、緑の43％が麻生区に集中しています。前回、５年前の調査ですと42％な

ので、増えたのかと思いますが、市全体で緑が少なくなっていて、麻生区も少なくな

ってはいるが、他よりも緑の減り方が少なかったので、比率で43％になっただけで、

大変緑が豊かな環境だけれどもやはり開発も進んでいます。また、少子高齢化の中で

大変高齢化の高い地域もあります。そして、このまちづくりの30年は特に、１つの新

百合ヶ丘をブランドとして芸術や文化を中心としたまちづくりを進めてきましたの

で、こういう取り組みもあるということです。 

 様々な課題がありますので、その中で、区としても、区の基本目標などを含めてし

っかり取り組んでいるところでございますが、もっと身近な地域の課題ですとか、あ

るいは大きな課題でも、もう少し行政はこうしてもらったほうがいいのではないかな

ど、ご指摘いただきまして、しっかりと区民会議の中の取り組みとして成果を私ども

にいただければと思っているわけでございます。 

 長丁場になると思いますけれども、どうぞ２年間、よろしくお願いいたしまして、

ご挨拶とさせていただきます。 

 

３ 委員・参与紹介 

司会 ありがとうございました。 

 続きまして、委員の皆様をご紹介させていただきます。恐れ入りますが、石井委員

より五十音順に自己紹介をお願いいたします。 

石井（郁）委員 区長推薦ということで、地域特性、芸術文化という分野で推薦させてい

ただいています石井です。前回の勉強会でもお話しさせていただきましたけれども、

３期、４期と務めさせていただきました。ＮＰＯの「しんゆり・芸術のまちづくり」

ということで、今後もこの形で参加させていただければと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。 

石井（よ）委員 石井よし子と申します。よろしくお願いいたします。里山フォーラムｉ

ｎ麻生という団体からの推薦でございます。里山フォーラムｉｎ麻生がどういう活動

をしているのかというのはわかりにくいかと存じましたので、先ほどパンフレット
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（2014春号：活動報告号）を配付させていただきました。かなり総合的、包括的、多

角的に取り組んでおります。里地里山を保全するということが非常に難しいというこ

とは皆さん重々ご承知のことと存じますが、どうぞよろしくお願いします。私といた

しましては、区民会議は初めてですので、よろしくお願いします。また、区内のいろ

んな分野、多様な分野の方々とご一緒に知恵を合わせたり、話し合いをしていくこと

を大変楽しみにしております。 

石川委員 石川和香子と申します。今は岡上という飛び地に住んでおりまして、川崎都民

のような感じで、40年ぐらい麻生区には住んでいるのですが、余り関心がないという

のはおかしいのですが、勤めていたときには東京でしたので、やはり都民という形

で、なかなか川崎のほうに目を向けることがなかったのですが、最近、60歳を過ぎ、

町のことや川崎市、麻生区のことを考えて、高齢者が非常に多くなっているのではな

いか。麻生区の市民の30％以上が高齢者なのではないかなど考えていきますと、これ

から長く元気に生きるためにスポーツなどをどんどん増やし、特に家にいるような、

外に出てこない高齢者の方をぜひ外に出して、病気をしないで長く生きられるように

したらいいのではないかと思い、区民会議に応募しました。よろしくお願いします。 

植木委員 皆さん、こんにちは。あさお市民活動サポートセンターと言ってもわからない

かと思いますが、麻生市民交流館やまゆりを管理運営しているところでございます。

そちらのほうから参りました。よろしくお願いしたいと思います。このたび川崎の市

制90周年で奨励賞をいただくことができました。関係各位の皆様に対しまして、いろ

いろとご支援をいただきましたことにつきましてお礼を申し上げたいと思います。あ

りがとうございました。以上です。 

上野委員 皆さん、こんにちは。上野と申します。一般の公募で参加させていただきまし

た。私自身は麻生区に住んでかれこれ約20年です。麻生区で仕事をやり始めてかれこ

れ12年ぐらいかと思います。今回、応募させていただいた動機というのは、この間行

われました子育てフェスタを見ていて、わあ、おもしろいなと思いました。おもしろ

いなと感じたのは、ご年配の方々と若い大学生さん、あとは地域のお母さんたちが一

緒になって１つの企画をやっている、それも大いに盛り上がっていたので、こういう

のはおもしろそうだなと思いまして、今回、参加させていただきました。 

 以前、ボランティアとしては、文部科学省が母体になって、日本機械学会というと

ころが中心になって、物づくりとか、ロボットづくりを推奨していこうということを

2000年ぐらいにやっていました。そのときに副委員長としてお手伝いをさせていただ

きました。そういうところでいろいろ学ばせていただいたことが非常におもしろかっ

たなと思っております。今回もまたいろんな方とかかわることで教えていただければ

楽しいし、勉強になるなと思っています。ひとつよろしくお願いいたします。 

岡倉委員 皆さん、こんにちは。岡倉と言います。私も一般公募で参加させていただいて
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おります。先ほど区長のほうから、40年前の麻生区は６万人でしたというお話があり

ましたが、私はそれよりも前から柿生に住んでおりましたので、ひとつよろしくお願

いいたします。私がこの区民会議に参加した動機というのは、私は５月まで働いてお

りまして、６月から急に何もやることがなくなりました。それで、その時間を何かひ

とつこの区民会議の中で生かしたいなというふうに思いました。月に２回でも３回で

も出席したいなと思っていますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

小尾委員 小尾静枝と申します。よろしくお願いいたします。私は、今回、健康づくりの

実行委員をやりまして現在に至っております。健康づくりの実行委員のボランティア

としては、食生活改善推進委員として参加いたしました。主に食生活改善委員は、今

のところ高齢者の食事とか、あと親子の料理教室等をやっております。もう１つ、ボ

ランティアとしましては、そこのグループから発信できました柿の実会というところ

で、お弁当づくりと配食をしています。配食のときには、今、皆さん、注目がありま

す見守りも兼ねてやっております。今回、こちらの会議は初めてですので、よろしく

お願いいたします。 

金光委員 金光と申します。私は、３期、４期と区民会議をやらせていただいたのです

が、また５期もぜひやってくださいという依頼を受けまして、またこの場に参加する

形になりました。大して役に立たないと思いますけれども、精いっぱいやりたいと思

いますので、皆さん方、ひとつよろしくお願い申し上げます。 

志村委員 志村節子と申します。区長推薦ということで、私は、麻生区観光協会から出て

まいりました。観光協会のほうは、市制90周年のイベント等にかかわっておりまし

て、今年は、10月からいろいろなところで市制90周年ということをアピールしていく

ために１カ月間は忙しくなると思っております。そして、ボランティア的なことは、

民生委員を10年務めております。あと、一番の関心事というのは、この前の勉強会で

いろいろ資料を頂戴いたしましたので読ませていただきましたが、よくわからなかっ

たというのが感想です。自分として一番関心があるのは、先ほど区長さんもお話しに

なっていた川崎市のグリーンベルトの43％が麻生区にあるということで、そのグリー

ンベルトの活用法がとても関心のあることになっております。以上です。 

菅野委員 菅野明です。麻生区文化協会に所属しております。ＰＲですけれども、麻生区

文化協会はことしで30周年を迎えます。11月１日に記念公演、式典などを行います。

そろそろ皆さんにも宣伝をしていきたいと思います。よろしくお願いします。私は４

期もやりましたけれども、５期も頑張りたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

髙倉委員 髙倉でございます。公募委員でございます。４期に引き続きということで、よ

ろしくお願いします。３年ほど前に、世間一般の常識よりちょっと早目に会社をやめ

ました。その後はボランティアでもしながら、自分の経験を生かせる地域活動をやっ
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ていきたいなと思っていましたところ、区民会議を知り、４期の委員になりました。

現在は、区民会議のほかに、ＮＰＯ法人あさお市民活動サポートセンターでボランテ

ィア活動もやっております。よろしくお願いいたします。 

髙橋（克）委員 地域特性、６大学連携の中の和光大学から来ました髙橋と申します。よ

ろしくお願いいたします。前回の勉強会でもお話ししたのですけれども、和光大学は

本部が東京都の町田市にございまして、キャンパスの中が東京都と神奈川県に分かれ

ているような状況になっています。ということで、警察などを呼ぶときも、その起き

た場所によって、神奈川県警を呼ぶのか、警視庁を呼ぶのかということで最初に聞か

れたりしますが、そういう特性になっております。主に、東京都に本部があるのです

が、通勤通学経路が麻生区の岡上地区ということになっておりまして、私は事務職員

なのですが、実際に、教員が何か地域と一緒にやるときは麻生区の岡上地区の方々と

一緒にやることが非常に多くなっております。私自身は、東京都多摩市の住民で、特

に川崎市とは仕事絡みでしかおつき合いがないのですけれども、この機会にいろいろ

勉強したいと思っております。よろしくお願いいたします。 

高橋（慶）委員 麻生区町会連合会から推薦いただきました高橋慶子と申します。麻生区

町会連合会というのは、地域、町会106団体の町会連合ということで、私も15年小さな

町会の会長をしておりまして、その中で皆さんといろいろともに活動していくことが

本当に大好きな一人です。どうか今期もよろしくお願いいたします。 

林委員 公募で参りました林と申します。よろしくお願いいたします。私が一番関心のあ

ることは、前回には申し上げなかったのですが、やはり食の安全ということです。小

さなお子さんの体はやはり食べ物でできているよということで、食べ物の安全のこと

をずっと活動の源としてまいりました。でも、安全な食は安全な環境からしかできな

のではないかなということで、麻生区の地域の中では環境活動にかかわっておりま

す。大きくは、廃食油の回収ということで、台所から地球温暖化防止ということで、

そういった活動、それから廃食油を石けんに変えて、安全な石けん生活を送りましょ

うねというようなアピール、そして、ＢＤＦを使いまして、資源循環ということで、

台所から出る天ぷら油でバスを動かしたりなど、やはり地域の中で資源も含めて地域

循環できればいいなと考えております。よろしくお願いいたします。 

宮本委員 こんにちは。宮本善夫と言います。この前、７月下旬の勉強会に初めてこうい

う会議がということで出た全くの新米です。麻生区社会福祉協議会からバトンタッチ

を受けまして、出てきた者です。私はもともと2000年ぐらいに退職し、そして自分の

子どもが知的障害者なものですから、その面倒を家内からバトンタッチして、10何年

いろいろと障害者の団体でやってきたのですが、逆に言えば、そういう福祉の関係し

か、どういうふうに麻生区をよくしていくかよくわからないものですから、専ら社協

と連携もとりますけれども、福祉のほうでいろいろ進言できればいいかなと思ってお
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ります。よろしくお願いいたします。 

山田委員 山田と申します。団体推薦で麻生区地域教育会議から委員として入っておりま

す。麻生区の住民になりましてから今年でちょうど12年目になりますので、ようやく

10年過ぎまして、自分も麻生区に住みついてきているなという意識を持っておりま

す。前期、４期の中で私が担当しましたのは子育て支援体制の構築ということで、子

育て支援を中心に、地域の保育行政、お母さん方にもっと元気になってもらうような

いろんな施策を支援し、いろんな皆さんとの協働で進めてまいりました。その中で、

やはり区民が行政と協働で１つのプロジェクトに取り組んで結果を出していくという

ことの充実感というか、大事さを実感いたしました。今期はさらに子育て世代からも

う少し対象を広げて、子ども支援に力を入れて行けたらいいなと考えております。よ

ろしくお願いします。 

吉垣委員 こんにちは。20番目の吉垣君子と申します。区長推薦で、地域特性、児童・地

域福祉のほうをやっております。民生委員児童委員協議会の中の主任児童委員部会の

部会長をしております。よろしくお願いいたします。 

 麻生区から、４月の子育てフェスタのときにお声がかかりまして、私たち民生委員

児童委員協議会と主任児童委員がお手伝いということで、初めて区民会議にボランテ

ィアとして参加させていただきました。各民生委員児童委員協議会の中では、６地区

の中で７つ子育てサロンを１カ月に１回開催しておりまして、そこに来るお子様たち

がやはり少し少ないかなと思っていたのですが、子育てフェスタのときに、麻生区に

はこんなにいるのだなと改めて思いましたので、こういう子育てフェスタみたいな感

じで、子育てのほうにかかわっていければいいかなと思いまして、参加させていただ

きます。初めてですので、何もわからずに勉強から始めたいと思いますので、皆さ

ん、よろしくお願いいたします。 

司会 皆様、ありがとうございました。 

 続きまして、参与のご紹介をさせていただきます。相原様、よろしくお願いしま

す。 

相原参与 ご苦労さまでございます。神奈川県議会議員の相原高広でございます。川崎市

の区民会議の条例では、区選出の県議会議員、市議会議員は全員が参与になるという

ことになっておりますので、本日出席をさせていただいたところでございます。２年

間本当にご苦労さまでございますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

司会 ありがとうございました。 

 なお、参与の方は、もし後ほどお見えになりましたら、またその時点でご紹介をさ

せていただきたいと思います。 

 続きまして、区役所から出席しております職員のご紹介をさせていただきます。 

               〔 職員紹介 〕 
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４ 議 事 

司会 続きまして、本日の議事並びに資料についてご確認をさせていただきます。 

 事務局、お願いいたします。 

事務局 では、事務局のほうから説明させていただきます。 

 本日の区民会議は、川崎市審議会等の会議公開に関する条例第３条に基づき公開と

なっております。したがいまして、傍聴及び報道関係者の取材につきまして許可をし

ております。また、市政だよりなどの広報資料としまして会議録の作成及び撮影をさ

せていただきますので、どうぞご了承をお願いいたします。 

 続きまして、配付資料の確認をさせていただきます。 

 一番上に本日の会議の次第でございます。資料１として、席次表、資料２として、

麻生区区民会議委員・参与名簿、資料３として、第５期麻生区区民会議運営要領

（案）、資料４として、市長講話「区民会議について」、参考資料としまして、１、麻

生区区民会議調査・審議課題選定基準、２、第５期麻生区区民会議スケジュール（イ

メージ）、３、第１期～４期麻生区区民会議審議と提案への取組一覧、４、区民会議関

係規定、５、麻生区の現状と課題、その下に里山ボランティアのチラシがございま

す。資料に不足等はございませんでしょうか。よろしいですか。 

 あと、既にお渡ししております第４期報告書や区民会議のリーフレットなどをお持

ちにならなかった方はお申し出ください。事務局で用意いたします。 

 それでは、本日の議事について確認をさせていただきます。次第をごらんくださ

い。４の議事といたしまして、次の４点について審議をお願いいたします。 

 第１に、委員長の選出について、第２に、麻生区区民会議の運営について、第３

に、副委員長の選出について、第４に、第５期麻生区区民会議における調査・審議課

題の検討についてでございます。よろしくお願いいたします。 

 

（１）委員長の選出について 

司会 それでは、次第４の議事に入らせていただきます。本来ですと、委員長により議事

の進行をするところでございますが、委員長選出までの間、進行役を企画課長が務め

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

事務局 それでは、議事に移らせていただきます。 

 初めに、議事（１）委員長の選出についての審議をお願いいたします。 

 委員長は、区民会議条例第５条に基づき委員の互選により定めることになっており

ます。委員長に立候補される方、もしくは推薦する方はいらっしゃいますでしょう

か。 

石井（郁）委員 自分が立候補するわけじゃなくて、推薦をさせていただきたいと思いま
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す。 

 今もお話をお伺いしましたけれども、３期、４期と我々は経験しておりまして、企

画部会長として活躍された金光委員を推薦させていただきたいと思います。４期のと

きにはいろんな問題がありました。でも、そういうのも経験して乗り越えてこられま

したので、今回非常に期待しておりますので、ぜひ金光委員にお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

                 〔 拍手 〕 

事務局 よろしいでしょうか。では、今、拍手がありましたので、金光委員に委員長にご

就任いただきたいと思います。金光委員は、委員長席のほうへお着きいただけますで

しょうか。 

                〔 委員長 着席 〕 

事務局 それでは、金光委員長よりご挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

金光委員長 いきなり推薦されてびっくりして、何をしゃべっていいか、今のところ頭に

浮かんできませんけれども、確かに３期、４期と区民会議の企画部長をやらせていた

だきました。その中でいろいろ問題がありましたけれども、自分としては無難に議事

を進行してこられたなと思います。割合、おもしろい議題を３期、４期とやってきま

した。特に４期の場合は、育児ということで、麻生区に若者が住みたくなるような魅

力あるまちづくりということで、これからの麻生区というのはどういう形の町にした

らいいのだろう、若者がどんどん集まってきて住みやすい町にするにはどういう形の

町にしたらいいのだろうというようなことをベースにして検討し、そのためには、や

はり育児が問題だろうと。安心して楽しく子どもを育てられるような環境づくりがで

きれば、その対象となるような若い奥さん方が積極的に麻生区に来て生活するような

環境が出てくるのではないか、それによって子どもたちも増え、したがって麻生区も

活気ある町に発展していくのではないかというようなことをベースにして４期はや

り、そして、それが子育てフェスタというものへ結びついて、皆さん、一致団結して

すごい成果を上げられた。これが終わって、大変満足して終わった段階で、また５期

をやるとは想像もしていなかったのですけれども、今回また推薦されてこの場に出る

ような形になりました。 

 これからうまくできるかどうかわかりませんけれども、これもひとえに皆様方のご

協力がなければ大変難しいことだと思いますので、ぜひともひとつ、いろいろな面で

至らないと思いますけれども、助けていただき、協力をいただいて職務を全うしてい

きたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。（拍手） 

事務局 それでは、ただいま白井委員がお見えになりましたので、一言ご挨拶をお願いい

たします。 
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白井委員 ちょっと遅れまして、申しわけありません。 

 まちづくりということで、今回はまちづくり財団から推薦をいただきまして、それ

から区長推薦ということで参加させていただきます。よろしくお願いいたします。 

事務局 ありがとうございました。それでは、これからの議事の進行につきましては金光

委員長にお願いいたします。 

 

（２）麻生区区民会議の運営について 

金光委員長 それでは、早速議事を引き続き進行させていただきたいと思います。 

 議事（２）麻生区区民会議の運営については、事務局からまず説明をしていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

事務局 それでは、資料３を見ていただきたいのですけれども、第５期麻生区区民会議運

営要領（案）というものでございます。 

 第１条で、麻生区区民会議の運営に関し必要な事項を定めるということでございま

す。これにつきましては、条例規定にないものをこちらの要領で定めるということで

ございます。 

 第２条でございますが、「副委員長は２名とする。」 

 第３条ですが、「区民会議は、原則として年４回程度開催する。」 

 第５条でございますが、「専門部会の設置及び廃止は、委員長が区民会議に諮って決

めるものとする。」、第２項で「専門部会は、課題検討専門部会及び企画部会の２種類

とする。」、第３項で「専門部会に副部会長を置き、専門部会に属する委員の互選によ

り定める。」 

 第６条ですが、「企画部会は、正副委員長、課題検討専門部会の正副部会長及びその

他委員長が区民会議に諮って指名する委員で構成する。」、第２項で「企画部会は、次

に掲げる事項を処理するものとする。」ということで、区民会議の運営に関すること、

調査審議課題の整理に関すること、区民会議の広報及び広聴に関することでございま

す。 

 次のページ、第７条でございます。「委員長は、専門部会の部会長を兼務できないも

のとする。」、第２項で「専門部会の部会長は、他の専門部会の部会長を兼務できない

ものとする。」ということで、委員長、専門部会長、企画部会長は兼ねることができな

いということで、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

金光委員長 ありがとうございました。 

 第５期麻生区区民会議の運営について、今、事務局から説明がございましたけれど

も、これについて何かご意見はございますでしょうか。 

岡倉委員 第４条の議事運営のところで、「区民会議の議事は、出席委員の一致により決
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することを原則とする。」と書いてありますけれども、これはどういう意味でしょう

か。 

事務局 第４条の関係ですけれども、区民会議は皆さんの話し合いのもとに行われますの

で、話し合いの中で決定していただきたいということでございますけれども、どうし

ても一致しない場合は決をとるという規定でございます。 

 以上でございます。 

金光委員長 今までの区民会議で、それぞれの部会でいろいろ議事進行をしていくわけで

すけれども、議論をしている段階においてはそれぞれの人がかなり意見を言い合い、

ぶつけ合います。それをしながら、やはりいろんな人の意見が出ないと結局いいとこ

ろへ結論が導き出せないわけです。そういう意味合いでは、思っていることを皆さん

方が忌憚なく言い合って、そして、それぞれの言い合った意見を尊重し合って、それ

で最終的にどういう方向へ進むか導いていくということがやはり会議をうまく運営し

ていく１つの方法だと思います。 

 その意味では、あくまでも自分の意見だけに固執してしまって譲らないというよう

なことのないように、ある一定の段階において、その意見が納得できるものであれ

ば、全員の意見に従って行動するということがやっぱり必要になってくるのだと思い

ます。そういうことをここで言っていると思いますので、やはりお互いが納得し合う

ということが会議をうまく運営していく上で必要なことになるのだろうと、その点も

十分理解した上で会議に参加していただければ大変ありがたいと思います。 

 以上ですが、それ以外に何か―どうぞ。 

上野委員 こちらは案でしょうか、それとも条例として何か決まっているものでしょう

か。資料を見ると、右上に、タイトルの横に運営要領（案）となっていますけれど

も。 

事務局 こちらにつきましては案でございまして、これから案を承認していただくような

形になります。 

上野委員 それは次の打ち合わせでやるということでしょうか。 

事務局 今、この場で。 

上野委員 前回の会議で皆さんの話を聞いていると、運営のあり方でかなり白熱されてい

たように思うのですが、そういうのを今からまた話し合うということですか。 

事務局 そういうことを考慮して、こちらのほうの要領を決めておりますので。 

上野委員 では、ここで承認すると、もう運営のあり方が決まってしまうということです

か。 

事務局 そういうことでございます。 

上野委員 そうすると、では、今からこの案でいいかどうか話し合うということですか。 

金光委員長 そういうことです。特に第１条から第９条までございますけれども、これに
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ついて、これではまずい、ここのところはこういうふうにすべきだというところはご

ざいますか。なければ、これでいいということで、皆様方は了承したという形にした

いと思うのですが、いや、少し待ってくださいという人はいらっしゃいますか。 

上野委員 この間の話を伺っていると、大きく２つの案があったのかなと思うのですが、

この案はどちらに基づくような考え方ですか。この間話をしていたときに運営のあり

方に関して大きく２つの話があったように思います。それで言うと、これはどちらの

ほうに近いのでしょうか。それとも、関係ないのですか。 

金光委員長 それとは関係ございません。前回の話し合いとは別です。 

区長 区民会議そのものは条例で決まっている会議ですけれども、前期の４期の委員さん

はこの間期限切れで退任をされまして、今度５期がスタートしますけれども、その期

ごとに会議に必要な定めをつくるというのがありまして、これは第５期となっていま

す。第４期は第４期でありました。 

 第５期はこの要領の中でどういうことを決めるかというと、話の内容よりも、テー

マではなくて、部会を設けたり、委員長を設けるとか、議事の規則とか、いわゆる議

事運営規則的なものをここで１回決めておきましょうということなので、これによっ

て、これからつくるさまざまな内容ですとかテーマが縛られるということはないで

す。これは、毎回、期ごとに要領をつくるという仕組みです。 

上野委員 わかりました。どうもありがとうございます。 

菅野委員 この間、いろいろ議論になったというのは、こういうシステムよりも、話の仕

方、進め方というのですか、話し合いをどういうふうに集約していって、どういう課

題をつくっていくか、その辺のところの方法論のようなものが議論になったのだと思

います。 

金光委員長 前回は、何を議論するか、議論する課題をどうやって見つけ出して、そして

それをどうやって集約して決めていくかという形の話し合いが主でした。だから、こ

れとはまた少し違った観点での話し合いですから、議題の選定については、これから

皆さん方にそれぞれ３分ぐらいでお話ししていただきます。それをベースにしてコン

サルタントの人に、もう１回、どういう話題が出たかきれいに集約してもらって、そ

れを大きな項目、小項目に分けて、どういう議題になるか再度調整して決めていくと

いうスケジュール、ステップを踏んでいきたいと思っています。 

上野委員 わかりました。どうも済みませんでした。 

白井委員 おくれて来て大変申しわけないのですけれども、この会議自体の組織云々とい

うのは、これはこれでいいのかなと。ただ、課題を見出してそれを常に絞り込むとい

うスタイルがあったので、それはここで、いいのかどうかというのはもう少し整理を

したほうがいいかなと申し上げて、そこから先の処理の仕方とか、課題は20人だった

ら20人と、もっと多いかもしれない。その辺を整理して２つにするということが前提
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ではなくて、そういう処理の仕方を少し整理すれば、例えば極端な話、全部の課題

を、これは第１段階でこれで提言まで行きますねとか、これはもう少し深めたほうが

いいですねとかという見極めをして整理していったらどうかと。多分、会議のあり方

はそういう方向じゃないかと。 

 委員長もご存じのように、市民の会とかは、自分たちがそれを持って、少し深め

て、かなり調査も自分でしてというところまでやりましたけれども、そうすると、限

られた課題にしか対応できないと思いますので、恐らくそうじゃなくて、短期間であ

る種の方向性をつけて幾つかに分けて、もっと深めるものと、かなり早い段階で、大

まかかもしれないけれども提言まで持っていけるようなものと、それを提言しておい

て検証したほうがいいのでないかと、そういう言い方をしたので、その先の話だと思

います。組織そのものはこの規約でやれるかなと思います。 

金光委員長 今、白井委員は、これから我々がやっていかなければいけないことを言われ

たので、今この場でどうのこうのということではなくて、今の場合は、この会の運営

のことについて審議していただいて、これでよければ、皆さん方にご了承していただ

いたという形にしたいと思うのですが、よろしいでしょうか。 

岡倉委員 前回の勉強会のときに、２つの部会で分かれてやりましたと言われましたね。

そうしますと、これを読みますと、専門部会というのは、課題検討専門部会と企画部

会の２種類とすると書いてあるのですが、これとは違うということですか。 

金光委員長 前回は、課題検討部会というのが２つに分かれたということです。ＡとＢに

分かれて議論する部会と企画部会がある、３つの部会が立ち上がって進行したという

ことです。そして、ＡとＢの審議している部会の調整と全体会議の調整を企画部会が

中心になってやったという、役割の上で運営していったということです。 

 今年もやっぱりそういう形になろうと思いますけれども、どういう議題があって、

２つになるのか３つになるのかはこれからの問題ですから、これからそういうものを

皆さん方が出した上で、どういう形で検討していきたいかというのはこの場で皆さん

方が決めていただければいいことなので、それが２つになるのか３つになるのか、１

つでやっていくのかということになろうかと思います。これはこれからの話し合いで

決めていくということになります。 

菅野委員 要するに、課題を検討する会と企画会があるということでいいんですよね。 

金光委員長 そういうことです。 

菅野委員 企画を検討する会というのが２つになるのか、１つで、全体でいつまでやって

いくのか、３つになるのか。ここには専門部会と企画部会と２種類、種類となってい

ますね。２つというのではなくて２種類となっていますから、この種類とこの種類と

なっていますから、それでいいのではないでしょうか。 

岡倉委員 すみません、確認したかっただけなので。 
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金光委員長 よろしいですか、ご理解いただけましたか。 

 それでは、これでご了承いただいたということでよろしいですね。―では、本件

については了承、確認したということにしたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 

（３）副委員長の選出について 

金光委員長 その次の議題として、副委員長を２名選出する形になっていますが、これに

ついて事務局から説明をしていただければと思います。よろしくお願いします。 

事務局 副委員長の選出につきましては、先ほど承認していただいた運営要領に基づき、

委員の互選で２名選出していただくようになります。 

 それでは、委員長、審議をお願いいたします。 

金光委員長 副委員長をぜひやりたいと思われる方は立候補してください。もしくは、ど

なたか副委員長になっていただきたいということで推薦される方はいらっしゃいます

か。ぜひこの人だったら副委員長をやっていただきたいという方は。 

岡倉委員 副委員長は忙しいですか。忙しいなら、私がやります。もしよろしければ、よ

ろしくお願いいたします。 

                 〔 拍手 〕 

金光委員長 では、１人決まりました。 

 もう１人、どなたかぜひやっていただけるという方はいらっしゃいませんか。でき

れば、議事を経験されていて、今後、私がもたもたしたときに相談できるということ

では、過去の経験者に１人入っていただいたほうがいいかなと。できれば、菅野さ

ん、どうでしょうか。 

                 〔 拍手 〕 

菅野委員 もう少し議論してください。 

金光委員長 今までの参加されてきた意見の言い方、発表の仕方を見て、やはり菅野さん

にご協力いただければなと思うのですが、よろしいですか。 

植木委員 よろしいのではないですか、時間がもったいない。 

金光委員長 すみません、そういうことで、では、お２人に副委員長になっていただくと

いうことで、よろしくお願いいたします。 

                〔 副委員長 着席 〕 

 それでは、副委員長も決まりましたので、お２人に簡単にご挨拶をお願いしたいと

思います。では最初に、岡倉さんから。 

岡倉副委員長 突然申しわけありません。私は、５月まで仕事をしていまして、６月から

暇になり、今、ボランティアを探そうと思って、この間はボランティアの基礎講座

に、今週はどこか向こうのほうの大学で専門講座というのがあると聞きまして、それ
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を受けてということで、いろいろやってみたいと思っています。 

 しかしながら、ここで副委員長ということで立候補してしまいましたので、こちら

のほうを一生懸命やりますので、ひとつよろしくお願いします。（拍手） 

菅野副委員長 岡倉さんは時間があるからということだったのですが、私は、あなたは忙

しくなるから今度は外すよと前の委員長さんから言われていたので、今度、こんなと

ころまで座ることになって大変申しわけないですけれども、金光委員長の足を引っ張

らないように頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。（拍手） 

 

（４）第５期麻生区区民会議における調査・審議課題の検討について 

金光委員長 どうもありがとうございました。 

 それでは、時間もかなり進んでいますので、次の議題に移りたいと思います。 

 次は、課題の選定に入る形になるわけですけれども、第５期麻生区区民会議におけ

る調査・審議課題の検討についてということで、それぞれの方々にこれから大体３分

ぐらいで、こういう問題をやりたいということをかいつまんで簡単に話していただけ

ればと思います。 

事務局 意見をもらう前に、先日、勉強会で課題の決め方についてご質問がありましたの

で、担当のほうから補足説明をさせていただきたいので、よろしくお願いいたしま

す。 

事務局 資料４、平成24年度区民会議交流会市長講話をごらんください。７区の区民会議

の委員が集まったときに、阿部前市長が区民会議について講話がありました。今回初

めての方もいらっしゃると思いますので、これを新しい資料としてお出ししたのでご

らんいただきたいのと、当面の課題を決めていくということなので、そこに関係する

ところを紹介させていただきます。 

 ９ページをごらんください。地方分権改革における区民会議の役割ということで、

パワーポイントのスライドがあります。区役所が果たすべき役割がさらに重要になっ

てくるということと、区民会議は、区における市民本位のまちづくりの中核的仕組み

となっています。そのスライドの下のところに説明の文章があり、一番下の段落で、

市民本位のまちづくりの手段となる区民会議の意義が書かれています。先日の勉強会

のときに、ある程度課題が整理されているので行政から提示するべきだという話と、

委員のほうで出すべきだという意見があって、それに関連します。最初のポチのとこ

ろで「委員の皆さんにも御尽力いただき、区民の皆さんが自らの地域社会を自らが考

えるような姿に持っていく努力をしていただきたい。そのために、皆さんのこれまで

の色々な経験や知識をぜひ使っていただきたいと思う。これからの社会は、さらに少

子高齢化が進み、より地域の問題が大きくなる。今だけの問題ではなく、その時にも

対応できるような自分たちのまちづくりを進めていただきたい」ということで、将来
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的な課題も含めまして、みずから考えるような形に持っていっていただきたいという

のが前市長のメッセージとしてありました。 

 その次に、参考資料１として、調査・審議課題の選定基準ということで、これから

委員の方に３分以内で意見を言っていただき、それらを踏まえて課題を決定していき

ますが、そのときに気をつけていただきたいことがあります。３番の公平性のところ

で、特定の地域、グループ、個人の利益に偏ることなく、多くの区民にかかわる課題

かということで、どうしても何かの団体に関係していると、その団体を中心に考えて

しまいますが、より多くの区民にかかわるかどうか、５番及び６番の協働や区民の主

体性につながるかどうかというところも念頭に置いて意見を言っていただければと思

いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

金光委員長 ありがとうございます。今、事務局から説明がありました点を十分留意し

て、これから皆さん方にそれぞれ意見を述べていただければと思いますので、ひとつ

よろしくお願いします。 

 それでは、吉垣さんのほうから。 

吉垣委員 この間、用事がありまして勉強会に参加していませんので、私の話は少しちぐ

はぐになるかもしれません。申しわけないです。 

 私としては、今、３番の公平性について４月の子育てフェスタのときに私たちは受

付のお手伝いをしたのですが、次回はいつなんですかとかと聞かれたりしました。各

地域では、子育て関連のことをやっていると思うのですが、麻生区が１つになって大

きな行事を、子育てフェスタみたいな感じでやっていただければ、子どもたちもここ

の役所に足を運んでいただけるのかなと思ったりしました。あと、少し気になったの

が、保育園の先生たちがブースを持っていたのですが、子どもたちは意外と保育園の

先生目当てに、○○の先生はどこかという感じで来ていたので、もっと幅広く周知で

きればなと思ったりもしました。 

 あと、危機管理について、麻生区に中学校は８中学校ありますので、もし災害があ

ったときに中学生が一番地域で力になるのではないのかなとすごく思い、できれば中

学校を巻き込んだ防災みたいな感じのものがあればいいなと思っております。中学生

は３年間で卒業しますが、それが定着するような感じでできればなと思っておりま

す。 

 あと、中学生が地域に戻ったときに、あそこのおじいちゃん、おばあちゃんがいる

よね、じゃ何かあったときに来るねとか、そういう繋がりがあれば、麻生区がすごく

高齢社会になっても力強くなるのではないのかなと思っております。 

 すみません、とりとめのない話だったのですが、３分ないと思います。以上です。 

山田委員 私は、最初に区長からお話がありましたように、少子高齢化が非常に進んでい
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て、これからますます進行していくと。麻生区の場合、表面上、若々しいイメージが

あるのですが、実際は７区の中でたしか２番目か３番目に高齢化が進んでいます。そ

ういうことも踏まえて、これからも活力を持った地域であるためには子どもの力とい

うものが非常に大きいと思います。そういう意味で、地域全体で子どもを支援するよ

うな事業を何かもっと考えていったらいいのではないかと思います。 

 行政のほうでも伺いますと、こども支援室を中心に、今までは保育、それから、ど

うしても小学校あたりまでだったのを、児童まで。児童というのは、児童福祉法で18

歳までが全部児童になります。だから、もう少し中学校、高校にも広げて子どもを支

援して、若者づくりを地域でやっていくということに注力していったらいいのではな

いかと思います。そういう意味で、ぜひ地域のネットワーク強化の一環としてそうい

うテーマをやっていけたらと思っています。以上です。 

宮本委員 先ほど自己紹介したように、自分がたまたま障害者の団体に長く属していて、

それで社協の在宅福祉部会とか、どちらかというと福祉絡みのボランティア的活動が

多かったもので、高齢者を含んだ障害者をテーマにすることが果たして麻生住民17万

人の中の公平性に当たるのかどうか、今はたと考えてしまったのですが、私として

は、自分の今までの知識が非常に狭いもので、法律的な法制上の整備はいろいろされ

てきているのですが、こういう生活弱者に対する、周り、私たちを含めた社会一般の

人たちの理解というか、特別扱いをするわけではなくて、一般的な生活ができるよう

な町にしたい、そういう気持ちはいつも変わらないものですから、私のテーマはどう

してもそういう形で、福祉関係になります。 

 どういう提案をするかというのは具体的に詰めたわけではありませんが、例えば、

警察とか、一般消費者にかかわる業種の方たちにそういう人たちがどういう人なのか

を知ってもらうということが、地道だけど常に重要な課題になっております。 

 それから、そういう人たちというのは、身体障害の人も特にそうですけれども、や

はり外に出るチャンスが非常に少ないです。ボランティアさん、ヘルパーさんという

制度はいろいろありますが、そういうものを区なら区として外に出す、例えば一日バ

ス旅行にするとか、そういうお膳立てが何かできるといいなと思っています。 

 あと、最近のテーマで一番大事なのは、やはり災害のときのそういう人たちの見守

りです。でも、見守りというのは、その人が本当にヘルプを要求しているかどうか判

断するのは個人情報の枠があってなかなか難しいと。そういうものを何とかうまくか

いくぐり、区として、二次避難所をつくって、そういう人たちはそのままそこに直行

できるとか、そういう救いの手を確立してもらいたい。そういうことを今後訴えてい

きたいと思います。よろしくお願いします。 

林委員 自己紹介でも申し上げましたように、環境活動を中心に麻生区の中で展開してま

いりました。今日の自己紹介の中では、やはり食の安全ということが私の中の一番の
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メインテーマなんですが、地域とか国産の信頼できる食品の安全を守ることというの

は、私たち１人１人の消費者が未来の子どもたちによりよい環境を残すことで実現で

きるのではないかと考えて、環境活動と申し上げました。 

 環境に関する活動というのは、これまでの活動の歴史を見てみますと、ごみの問題

や自然エネルギーの問題とか、地産地消も含めて様々な団体がチャレンジし、こちら

の区民会議のテーマにもなってきましたけれど、今まで出ておりました子育て世代と

いうふうに考えますと、常に後から後から子育て世代が育ってきます。だから、環境

の問題というのは常に常に働きかけていくことが大事なので、総合的に環境問題を働

きかけていくことはすごく重要なことだなと思っております。 

 あと、個人的には、地域の中で自宅開放を居場所としてやろうかなと思っておりま

して、去年は、１月に１回ですが、地域にチラシをまいて自宅開放をやっています。

高齢者も含めた地域の人たちの居場所づくりということにチャレンジしております

が、これはなかなか定着しないのです。どうしても閉じこもりがちな高齢者の方々に

外に出てほしいという思いがあり、そこのところをもう一歩踏み込んで地域のために

何かできたらいいなと考えておりますが、こちらは試行錯誤の状態で、そちらのほう

も区民会議の中で何かいいお知恵があればぜひとも参加して、皆さんとともに活動し

たいと考えております。 

高橋（慶）委員 第４期における若者が住みたくなる魅力あるまちづくり部会、今年度４

月13日に開催された第１回「あさお子育てフェスタ」では、区民待望の開催となり、

親子2500人の来場があり、大成功のうちに終わりました。来場者のアンケートでは、

94.3％の方がフェスタの継続を希望され、区のほうに提言されております。 

 私といたしましては、第５回審議課題の提案につきまして、子育てするなら麻生区

で、安心、楽しい、助かるのテーマの助かるに視点を置いた、ママが助かるをキーワ

ードで、育じい、育ばあ、赤ちゃんサポーター養成講座の開講を提案したいと思いま

す。一応赤ちゃんですから、ゼロから１歳の乳幼児、ママが１時間から３時間程度の

お買い物、病院、銀行、区役所等のお出かけ等のときに、地域の中で気軽に信頼のあ

る地域の方ということでお頼みできる、そういうサポーター養成講座ということにな

ります。 

 人材の資質につきましては、現在、麻生区の人口は、先ほど区長がお話ししており

ました17万5000人でしょうか、このうち65歳以上が３万5600人で、この数字は、７区

のうちでは人口の比率で占める割合が多いと聞いております。また、先ほども区長が

お話ししておりましたけれども、麻生区は高齢者の住民の定住率も高いと聞いており

ます。単身、そして我が地域にも65歳以上の高齢者の２人家族も多いと実感をしてお

ります。娘の出産の里帰り、また、地域に居住しているママのサポートに、65歳の年

代は団塊の世代で、仕事中心の人が多く、若いときにできなかった子育てを講座で学
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び、赤ちゃんの抱き方、おむつの取りかえ、ミルクのつくり方、あやし方等を実習し

てもらい、それからまた、子どもを育てる―今、30年、40年たちますと、若いママ

の考え方も大分違ってきておりますので、そういう講座を聞いて、修了書を手にして

いただき、地域、近隣の中で活躍していただけるシステムづくりを提案したいと思い

ます。 以上です。 

髙橋（克）委員 和光大学から代表で来ておりますので、大学の知見を使えるようなもの

ということで、先週、宿題にされてから少し考えたのですが、どうしても飛び地の岡

上町内会とか岡上西町会と隣接しているために、麻生区全体ということになりますと

なかなか難しいかなと思っております。前回いただいた資料などを拝見しまして、大

学でやっていることで何か協力できることはないかなと思い考えてきました。今、委

員の皆様からもご紹介がありました子育てフェスタということで、地域で子どもを育

てるということは、大学のほうでもそういう学科や研究している教員がおりますの

で、何か専門的な知見をご紹介できるかなと思っております。あと、先ほど障害者、

生活弱者に優しい町ということでご提案がありましたけれども、こちらのほうもマイ

ノリティーとかを研究している教員が多数おりますので、何かご協力できるかなと思

っています。 

 どうしても岡上はローカルな話になってしまって、うまい案がなかなか出てこなか

ったのですが、ここで話し合って、何か協力できることがあれば一緒に考えていきた

いなと思っております。以上です。 

髙倉委員 自己紹介で公募委員と申し上げました。応募はいたしましたけれども、これか

ら何をやっていくか具体的なところまでは詰めていないというところが正直な気持ち

です。そういったことでございますけれども、一応公募の動機みたいな部分に沿って

お話しさせていただきたいと思います。そういうことでお聞きください。 

 まずは、私の問題意識というか、認識ということで具体的にお話しさせていただき

ます。第１点は、先ほどの区長さんのお話とも関係がありますが、麻生区は横浜の青

葉区とともに全国でも長生きの行政単位でございます。反面、麻生区は川崎市内でも

65歳以上の高齢者の占める割合が非常に高いということが問題意識の第１点でござい

ます。 

 視点の２点目といたしましては、これも自己紹介で紹介いたしましたけれども、麻

生市民交流館やまゆりでボランティアをやらせていただいているのですが、今日の参

考資料５にも書いてありますけれども、実はあそこの登録団体が600を超しているとい

うことで、市民活動の活発さというのを私は肌で感じております。特にシニア世代が

非常によく市民活動をやられているということをボランティア先で感じています。そ

れから、さらに４期の区民会議で区民会議フォーラムというのを開催いたしましたけ

れども、これには約150名の区民の方が参加され、その８割以上が実は60歳以上だとい
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うことで、これは何が言いたいかというと、シニア世代が非常に活発だなということ

を感じております。 

 視点の第３といたしましては、今期はどのように扱われるかわかりませんけれど

も、これまでの区民会議の大テーマ、お手元の第４期の報告書の表紙にもありますけ

れども、「人と人と心をつなぐ地域づくり」ということで今までやってきましたけれど

も、私は今期もこれでいいのではないかと思っています。 

 そういう前提で考えますと、つまりこれは豊かなまちづくりだなということで、さ

らに自分勝手な解釈をいたしますと、やはりそのベースは安全安心のまちづくり、こ

れがあるから豊かなまちづくり、人と人と心をつなぐ地域づくりができると考えま

す。安全安心の分野にはいろんな分野がございますので、これから検討していくとい

うことで余りこだわりは持っておりませんけれども、例えば、自然災害対応というこ

とであれば、麻生区は、幸いなことですけれども、地理的、地勢的な条件から風水害

にはなかなか遭わないと考えられますので、やはり地震への備えかなということにな

ります。 

 実は、前回の勉強会でご説明いたしました第４期の安全・安心部会で家具転倒防止

対策の取り組みをお話しいたしましたけれども、あれとは言いませんので、ああいっ

た形でまた何かができればいいかなというのが希望でございます。 

 以上のようなことからまとめますと、シニア世代を中心とする防災対応みたいな部

分、もしくは地域課題解決対応等をテーマにできればいいかと考えております。以上

です。 

白井委員 先ほど紹介しましたように、まちづくりという視点から少し考えてみたところ

があります。委員長、メモ程度につくってきたものがあるのですが、配ってもよろし

いですか。多分数が足りないと思うので、２人に１枚ずつで。 

 中身は少し大きい話をしているのかもしれないのですが、何を申し上げたいかとい

うと、流れとして、どういう形で取り組んだらいいかということで前回も申し上げま

した。ここで全部のことをかなり細かく深く掘り下げてもなかなか難しいだろうと、

ある程度の段階で、やっていく実体というか、組織とかについてはまたその後の検討

という形になろうかと思いますが、まず１つ、この中で考えていますのは、町会とか

自治会の再編による地域活動の充実、強化ということで、私も町会の関係をしている

ものですから、金光さんも、高橋さんも非常にご苦労されて、今までもいろいろやら

れていたと思います。麻生区内は十数軒からの町会と、3000軒近いような町会とばら

ばらにあるということで、内容を、生活圏の範囲ぐらい、例えば300とか500ぐらいで

全体を再編するというようなことで、ある程度の基準的な運営ルールですとか防犯、

防災への対応が可能になってくるのではないかということで、予想される効果とか中

身については、私もそんなに詰めて話をしていませんので、これからさらに詰めない
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といろいろなものが埋まってこないかと思うのですが、ある種、テーマにして、それ

から背景を考えて、調査、審議をして方針を出す。それから、予想される効果ぐらい

までをここで考えられればいいのかなと。その先の実行、実現化の検証については今

後の取り組みということでまとめてみました。 

 それからもう１つ、i（あい）バスというのが稲城にありますけれども、それをＡⅰ

（愛）バスにして、麻生区と稲城でもいいのですが、バスを区内で巡回させる。これ

は、高齢化に伴う移動手段が確保できていない、それから傾斜地が相当多いですか

ら、その辺の対応を今後どうするのかと。それから、住宅の細街路、細かいところま

である程度こういうものが動いていると防犯上の問題にも今後いろいろ寄与できるの

ではないかということで、こういった問題を今後考えてはどうかということです。 

 もう１つ、送迎の自家用車の提言ということで、駅周辺の混雑をどうしていくかと

いう問題もあろうかと思います。 

 もう１つは、かなり大きな話ですが、大きな話を全部解決しようということではな

くて、この辺を少し土俵に上げてどこかで議論する場面をつくってもらうということ

の提言をしていったらどうかということです。ご存じのように、横浜市営地下鉄は３

号線延伸がかなり現実味を帯びてきつつあるということもあり、区役所周辺の建物の

老朽化とか、周辺道路の整備とかいろいろあると思います。これを全部解決するとい

うことではなくて、この辺を今後どう取り組んでいくかということを少し考えていっ

たらいい。ここで解決するというよりも、解決の場をどこに委ねたらいいかというと

ころの提言まではできるのではないかという内容でございます。 

志村委員 白井さんのような活発な意見は何もございません。私も先ほど、自分の気にな

っているところというので、緑が相続によってどんどん減っていくので、グリーンベ

ルトの活用法がもっとあれば、町の景観も変わらないし、ふるさと的な場所が残せる

のではないかなという浅はかな考えが１つありました。それで自己紹介のときに挨拶

させていただきました。 

 あと１つは、これだけ子どもがたくさんいる学園都市の麻生区ですが、子どもたち

が買い物をするような場所が少ないのが少し気になります。学園都市である麻生区の

子どもたちはここを通過するだけで、住んでいる人も少ないのかもしれませんが、休

日も何かどこかほかに行っているのかなと。小さいお店でもいいけれども、子どもた

ちが関心を持つようなお店がもう少し増えてくれればいいなと思っています。以上で

す。 

小尾委員 私は、ボランティアとして、今、食生活改善推進員に携わっておりまして、そ

の経験から３つのことを話させていただきたいと思います。１つは親子クッキング教

室、２つ目は食品添加物の問題、３つ目は買い物のし過ぎの問題です。 

 １つ目の親子クッキング教室ですが、先日、健康づくりで親子クッキング教室を行
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いましたけれども、小学校１、２年生を対象にしましたところ、30名の募集を大きく

上回りまして71名の申し込みがありました。先月は、夏休みの親子クッキング教室を

年長さんから小学生の低学年を対象に行いましたら、たくさんの方に参加していただ

きまして、ほとんどの方から来年もぜひ参加したいという意見、ご要望をいただきま

した。親子で仲よくお料理をする姿を見ているのは大変いいものだと思いました。こ

ういう食育、いわゆる食を育てるということは、食育推進計画によって親子の食育等

の行事で行われておりますが、「あさお子育てフェスタ」の中にも、こういう親子ク

ッキング教室を取り入れて実施したらいかがかと思いました。 

 私は、来年は継続ということで「あさお子育てフェスタ」を推進したいと思いま

す。現在、麻生区の白鳥中学校では、食生活改善推進員が中心となりまして、350グラ

ムの野菜を計量したり、何を食べたらいいか、お野菜が足りないよという食育につい

て学ぶ機会を持っていますので、このような活動を幅広く各学校にもしていただきた

いと思っております。 

 もう１つ、食品添加物の問題ですが、私は消費生活モニターを昨年やりまして、そ

のときにいろいろお話を伺ったのですが、日本で使用されている食品添加物は1500種

類あるうち、このうち800種類については健康面で何らかのリスクがある可能性がある

というお話を伺いました。また、アメリカの上院が作成した資料によりますと、食品

添加物や農薬、その他の化学物質が子どもの脳と心の正常な発達を妨げると報告され

ています。さらに、イギリスの食品基準庁によりますと、子どもの注意欠陥や多動性

障害が６種類の合成着色料と関連している可能性がある。日本では、この６種類のう

ち４種類がまだ使用されていますが、この４種類につきましては何の規制もなく普通

に使われている状態です。今後、ＴＰＰ交渉が締結されますと、輸入食品はいろいろ

なものが入ってきますので、さらに重要になると思います。以上です。 

上野委員 私自身としては、公募のときに掲げられていた麻生区のテーマであれば何でも

やりたいと思います。テーマは何でも構わないと思うのですが、やるということを重

きに置きたいなと思います。ただ提案する、企画するだけではなくて、実行したい。

それも、２年も時間をかけてやるよりも、短く３カ月あるいは６カ月で幾つものテー

マをやれるとおもしろいかなと思いました。これだけ各団体の代表の方がいらっしゃ

るので、いろんなことがやれるのではないかなと思います。実際にやることによって

自分自身も学びたいと思うし、地域に何か還元できることがあればいいなと考えてお

ります。 

植木委員 私は、区民会議は第３期のときに公募委員として参加させていただきました。

そのときに、こういう場でお話ししたのは、諸先輩を含めて麻生区の課題というのは

既に出尽くしているのではないだろうかというようなことをお話ししました。そこ

で、何が大切かというと、誰がという視点が必要ではないかということを実はお話し
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して、担い手をどうつくるかという観点をぜひ区民会議として取り上げるべきではな

いかというお話をいたしました。ところが、あのとき東北の大震災という問題が起き

まして、どちらかというと、そちらの方向に審議がシフトしまして、実はそのときの

審議テーマにはなりませんでした。そのようなことで非常に残念に思ったわけでござ

いますが、26年度に中山副区長を委員長として、そこら辺の人材をどう生み出すかと

いうような委員会がスタートすることになりまして、実は大変うれしく思っておりま

すし、言い出しっぺの一員として大変責任を感じているというのが現状でございま

す。 

 そういう中で、今期はどのような立場で私は参加したいのかといいますと、立場と

して、やまゆりの代表として参加しておりますので、皆さんのいろんな課題を解決す

るに当たって、やまゆりがどのようにしてお役に立てるかという視点と、もう１つ

は、いろんな皆さんの意見を通じて、やまゆりが主体となってやるべきことがそこに

何かあるのではないか、また、それを実際に遂行していきたいというような思いでこ

の活動に参加いたしております。 

 いずれにいたしましても、誰がという視点を置かないと、単に議論だけ上滑りして

しまうのではないかということを大変恐れておりますので、ぜひ金光委員長にはそこ

ら辺の視点を大切に議事運営をしていただければなと思っておりますので、よろしく

お願い申し上げます。 

 以上です。 

石川委員 １期から４期の会議録を見せていただきまして、その中で、ことしもやはり人

と人とをつなぐ地域づくり、その中に、４期のときは若者が楽しく住めるという形で

したけれども、ことしは高齢者が輝ける地域づくり、特にその中では健康づくり、そ

のもっと奥にはひきこもりの高齢者をどうやって外に出すか、それから、もちろん高

齢者にとって食生活が非常に大切ですので、特に麻生区は岡上とか黒川とか、農産物

のたくさんできるところがありますので、農産物を利用して、できる限りいろんな食

生活に関するところの方をお呼びして、レシピをつくって全家庭に配布する。それか

ら、もちろん１期から３期までに行われてきた、特に４期で子育てフェスタが非常に

よかったということがあったようですけれども、それをぜひまた５期でも引き続い

て、１回、２回、３回と、さらに４回、５回という形でどんどん引き続けていけたら

いいと思います。 

石井（よ）委員 今、皆さんのお話を聞いていて本当に勉強になりました。ありがとうご

ざいました。私も前回の勉強会から、地域課題解決に向けてということでいろいろ考

えようとしたんですが、区民会議では、参加と協働による課題解決に向けた調査審議

ということになっておりましたので、そこら辺のことも具体的にはどういうことを指

すのかなというのをこれからおいおい勉強させていただければと存じます。 
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 あと、区の課題に関しましては、前回もらいました「麻生区の現状と課題に関する

資料」というのがありましたので読まさせていただきました。これだけコンパクトに

まとめられる力量は、やっぱり行政マンというのは、多分数年しか区にはいないのだ

ろうと思いますけれども、何十年もお住まいのようなまとめ方をしていらっしゃって

いて、さすがだなと思います。そういう区のプロ的な職員と一緒に協働できるという

のも区民会議のメリットかなとも思っています。 

 その中で、麻生区の現状と主な課題というのが６項目挙げられておりまして、で

は、これが実際どういうふうに市民活動あるいは行政の事業で今動いていらっしゃる

のかなと、そこをまず知りたいなと思いました。その上で私たちは、区民会議の課題

というのは、市民館の市民自主企画事業とか、自主学級とか、あるいは区役所の地域

課題提案事業とか、いろいろあると思いますけれども、それとはまたちょっと違う方

法をやっていったほうがいいのではないかと思いました。 

 その上で、どんな課題であれ、何か決まったら、いろんなことはその方向に向かっ

てやっていきたいと思っています。例えば、子育てに関しましては、私がまちづく

り、あるいは地域づくりに関心を持ったきっかけはこの町で子どもを身ごもり、育て

たということが自分の原点でございますので、かれこれ30年近くになりますけれど

も、子どもの心を育む町、あるいは子どもが誇りに思う町にしたいと思い続けている

ところでございます。 

石井（郁）委員 先ほども自己紹介させていただきましたけれども、ＮＰＯの「しんゆ

り・芸術のまちづくり」として、３期、４期に参加させていただきました。３期のと

きは、植木さんと同じ地域交流・文化部会ということで、高齢者の問題と文化の問題

を並列して議論してきました。そこでまた文化のところの提言も出してきました。４

期については、若者が住みたくなるということで、麻生区の特徴として芸術文化があ

るのではないか、また、子育てに生かせるのではないかということで、子育て世代が

楽しめるという観点で情報発信の提言をさせていただきましたけれども、実際、ＮＰ

Ｏで我々が活動しているのは、限られた分野の芸術関係の関係者しか正直交流がなか

ったのですけれども、３期のときに高齢者の施設、あるいはいろんな方々とお会いさ

せていただいて、もっと音楽とか芸術とかが生かせる分野があるのではないかという

ことは強く感じていました。 

 特に子育てフェスタをやったときも、和光大学さんに入っていただいたのですけれ

ども、麻生区にはいろんなところに資源があるのではないかと思いますので、新百合

だけじゃなくて、新百合は駅の名前で、やはり麻生区は芸術の町というのが１つの特

徴となって生かされていくような情報発信等をぜひ課題として取り組んでいきたいと

思います。特に３期のときにいろんな実行委員会をヒアリングさせていただきました

けれども、事務局の高齢化とか、予算がないとかということが結構出ていました。今
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回もその辺の横の連携とかがかなりありましたので、文化芸術だけではなくて、そう

いう情報発信と収集等を高齢者あるいは子育てにも生かせるような形で、麻生区の特

徴として生かされていくような何か提言に結びつけられればなと思います。以上で

す。 

岡倉副委員長 私は、公募ということで、特に地域活動をということでの課題については

お話しできないのですが、言われたあたりでいろいろ考えてみまして、２つほど、こ

ういうことについて議論、調査できたらいいなと思っております。 

 まずその１つが、先ほど白井委員が言われた地下鉄３号線の延伸のことについて

は、本当に麻生区のテーマとして、麻生区だけと言うのは変ですけれども、麻生区特

有の問題だと思いますので、この件に関して、今、区民の方はどういうふうに思って

いるのか非常に知りたいということと、ではこのことでどういう影響があるのだろう

かということとか、先ほど言われた議論の場所があるといいねという話は、すごく将

来的な話なのですけれども、麻生区特有の課題としてこういうところで取り上げるこ

とができるのかなと思っています。 

 もう１つが、この２カ月でいろいろ調べましたが、先ほど髙倉委員が言われました

ボランティアの活動がすごく活発になっている、それは私も非常に感じました。そう

いう中で、市民館とか図書館とかを見ますとチラシがいっぱいあって、こんなにチラ

シがいっぱいあっていいのだろうかということで、情報を発信する方法について１回

この場で整理をしてみる。うちのほうはまだ田舎なのか、市民広報板があって、そこ

に何かやりますよと張ったり、町内会でも掲示板があったりしますので、何かその辺

を少し整理ができるというか、そういうことについて議論ができたらまた皆さんの共

通の話題になるなと考えております。以上でございます。 

菅野副委員長 昨年までの第４期で、若者が住みたくなるという、この若者の定義をいろ

いろ話し合ったときに、若者というのは、赤ちゃんのときから、どちらかというと、

青年あるいは親、いわゆる小さい子どもを持っている親というところだったのかなと

思いますけれども、その中で、若いお母さんたち、お父さんたち、いわゆる小さいお

子さんたちを持っている若い人たちにターゲットを絞ったという形です。 

 それによって子育てフェスティバルまで行ったわけですけれども、あの当時私なん

かは、もう１つ年上の小学生の子どもたちは今この地域で一体どういうありようにな

っているのか、どういう育ち方をしているのかという問題もあり、そこまではちょっ

と行けないなと。 

 私は、子どもたちの居場所というものをもっと考えていく必要があるのではないか

と今思っています。私の感じていること、あるいは、実際に私もボーイスカウトのリ

ーダーなんかをやっていて考えてきて、子どもたちの遊び場がないのですが、公園は

いっぱいあります。それから緑もいっぱいあって、静かでいい。市民が麻生区を大変
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いいと言うところは、公園がある、静かでいいということです。しかし、小学生ぐら

いのやんちゃな子どもたちが遊ぶ場はないのです。ボールを蹴れるところやキャッチ

ボールをやるところがなく、どこか遠くまで行かないといけないのです。ですから、

階段のところあたりに子どもたちが群がってゲームをしている。その辺のところをも

う少し調べてみる必要があるのではないか。 

 わくわくだとか、それから、最近市長さんが言っている寺小屋とか、子どもたちに

対する仕掛けはいろいろしているのですけれども、そうではなく、お父さんが休みの

日にちょいと出ていって遊ぶ場所がない。その辺のところをつくってみるというのは

どうかと。ある地域にそういう場所をつくっていくことによってお父さんを動かすこ

とができるのではないか。お父さんを動かすと同時に、その地域をつくるということ

は、地域の人を動かさないといけない。地域の高齢者の協力も得なければいけない。

小さい地域での小さい人の活動の場をつくることが子どもを挟んでできるのではない

か。若いお父さんたちは、イベントに参加することはよくできるのですけれども、自

分たちが動いて役割を果たすというのは、なかなか参加できないと私は思います。で

も、そういう小さな場をつくることによって何か生まれてくるのではないかと、そん

なことも考えています。以上です。 

金光委員長 どうもありがとうございました。では最後に、私からも一言意見を言わせて

いただきたいと思います。 

 もう既に放送なんかで話題になったことなので、皆さん方はご存じだと思いますけ

れども、先般、全国知事会議がありまして、その席上で、元総務大臣だった増田さん

が非常にショッキングな説明をされました。それは何かというと、全国に約1800ぐら

いの自治体があるけれども、2040年までの間に689の自治体が消滅してしまうだろうと

いう発表があったわけです。それは何かというと、生産年齢の女性の数が50％を切る

というものです。今年を100にして、2040年のときには50％を切ってしまうという自治

体が出てくる。そこのところでは、結局少子化がさらに進んで老人ばかりの町にな

り、自治体としての活動ができなくなるだろうという想定の話でございます。 

 確かにそういう事態になった場合に社会全体は活性化せず沈滞化して、いわゆる自

治体そのものが動かなくなるという形が容易に想定できるわけですが、そういう事態

が今後40年の間に起こるということです。そのデータを国立社会保障・人口問題研究

所が発表されています。政令都市については区単位で発表されたということなので、

実は、そのデータをちょっと調べてみました。麻生区については20歳から39歳までの

女性が2040年のときには今に比べて59％になる。59％になるということは41％減ると

いうことです。ということは、生産年齢は大幅に減って、65歳以上の老人人口が大幅

にふえるということです。 

 この状況をそのまま放置しておいたらどういうことが起きるかというと、介護の問
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題も、若手が老人の面倒を見られなくなる。老人が老人の面倒を見るような社会構造

になっていく。それから、自治体あるいは町会自身も役員をやる人がいなくなってし

まい、高齢者で、もうそんな仕事はできないよという自治会が出現してくる。当然、

若者がいなくなるわけですから、自分たちが死ぬとその家は空き家になるという形

で、それぞれの町が崩壊状態になってくるという危険性が出てくるわけです。 

 40年、50年になると、日本の人口は、今は１億2000万ありますけれども、7900万人

ぐらいに減ってくるというような状況で、国力が非常に衰えてくるということです。

先ほど区長が麻生区は人口がふえているということで、確かに今年は人口がふえてい

ます。でも、全体で言うと1.9％ぐらいしかふえていないんです。それを今のブロック

単位で見てみると、４つのブロックで若者がマイナスになってしまっているという事

態が起きています。それで、生産するいわゆる20歳から64歳までの人口は2040年まで

の間にかなり減ってくるわけです。それで、65歳以上の老人が約倍ぐらいにふえると

いう人口構造になります。ということは、私は何を言いたいかというと、今、本当に

少子化という問題を真剣に捉えてどうするのか考えていかないと、麻生区も同じよう

な憂き目に遭うでしょうということです。先般、発表になったときに豊島区が消滅区

に挙げられたということで、皆さん、池袋がそんなになるかということは想像もでき

なかったのですが、そういうことが出てきたわけです。 

 これからは、我々も前回、若者が住みたくなるような魅力あるまちづくりというこ

とで、若者をどういうふうに麻生区の中に呼び込んでくるか、町をどういうふうに活

性化していくかというのは、生産年齢の若い人たちがどんどん入り込んでくるような

町にしていかないと、いろんな施策をやっても町は活性化されないわけです。 

 確かに区は、あるいは国は、エンゼルプランだとか、あるいは少子化対策という形

でかなりの対策を講じてきましたけれども、その少子化の流れは全然とまっていない

のです。結局そういう形でやった施策というのは余り生きてこなかった。そういう意

味合いでは、市民の目から見て、これから本当に少子化を食いとめていくにはどうい

う形のことが必要なのだろうということは、やっぱり我々自身が検討してみる必要が

あるのではないか。これは役所や国任せではなくて、市民レベルの中でそういうこと

を考えて、子どもが育てやすいような環境、そういう町とはどういうことなのか、あ

るいは多世代の人たちがお互いに協力し合うような、共生し合うような町というのは

どういう町なんだろうかということを検討し合うことがこれからは必要になってくる

のではないかなと思っているわけです。そういう意味合いで、４期続けた若者が住み

たくなるような魅力のあるまちづくりというものも、もしかしたら今期も継承してや

っていきたいと考えているのですが、これはまた皆さん方とのいろいろな議論の上で

決めていければということです。以上でございます。 

植木委員 区民会議の基本的なあり方についてちょっとお話をしたいのですが、第３期の
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ときに、２期の区民会議のメンバーは、子どもたちの絵を道路に飾るということをや

って、大変いいねということになりました。それを第３期でもやろうじゃないかとい

う話が出たときに、区民会議というのは起爆剤であって、それを区民会議がずっと続

けていくということであれば、区民会議の本来的な意義とはちょっと違うのではない

でしょうか、そういう議論がありまして、それは菅野委員のほうの文化協会にその議

論を投げて今も続けていただいているという状況がございます。 

 ですから、今回、子どもフェスタは大変よかったと思うのでございますけれども、

それを区民会議がまた今期も続けて主体となってやる、そうしたら来年はどうする

の、継続してやることに意義があるのであれば、そこら辺について議論をしていかな

いと、テーマの設定ということについてちょっと問題があるのではないかなと。区民

会議の基本的なあり方として、いつまで実務を区民会議として担っていくか、そこら

辺についてどう考えているかということを問題提起したいです。 

金光委員長 私は子育てフェスタのことを言っているのではなくて、若者が住みたくなる

魅力あるまちづくりということは……。 

植木委員 今、金光委員長が言ったお話について私は言っているのではなくて、今の皆さ

んのそれぞれの意見の中で、子どもフェスタは非常によかったよと、ぜひ区民会議と

して今期もやりたいねというお話が出ていましたから、そこら辺について問題提起を

しているということです。 

金光委員長 わかりました。それについては、４期のほうから、第１回子育てフェスタと

いう形で、第１回というのを入れてうたったわけですけれども、これはなかなか評判

がよかったということで、実際は次にやるのは役所のほうへ預けるという形になっ

て、役所がやるという段階になったときに、ではそれに対して区民会議の人たちが協

力してくれるかどうかということについては、前回の協力した人たちは協力しますと

いう形になっています。今後、区民会議としてあれをメインに取り上げてどうのこう

のということは我々も考えていません。 

植木委員 ということは、今、各委員の方たちから、ぜひ今期でもそれを取り上げたいと

いうお話がありましたけれども、基本的には行政のほうが主体となってやるという形

で、テーマからは省く、そういう考え方でよろしいですか。 

金光委員長 そういう話し合いになっていると思いますけれども、やりたいということ

は、また全体がそういう話になれば話は別なので、それを私の考え方でできないとか

できるということは言えません。ここで皆さん方が、全体の人がやっぱりやりたいと

いうことであれば、それはしようがないですね。全員の意見の中で進めなければいけ

ないことなので、私も何とも言えません。 

高橋（慶）委員 ただ、それは団体につなげていくということになっていますよね。 

植木委員 そうでないと、区民会議がいつまでも主体となってやっても長続きしません
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よ。 

小尾委員 ただ、先ほど市長のお話の中で、繰り返しのお話になるが、区民会議の議題の

選択については、前の期の人たちと違うことをやらなければならない、自分たちがや

る意義がないとは考えずに、区全体にその課題解決の手法が広がるまで何度でも同じ

課題を選択して、継続して取り組んでいただきたいと言われていますので、別に起爆

剤になるとか、そういうことまで考えなくてもよろしいのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

植木委員 それは反対です。 

石井（郁）委員 ４期のときにやったのは、モデル事業として取り上げました。それは情

報発信、あるいは情報が欲しいという方と団体のつなぎという形でやりました。 

 ですから、先ほど金光委員長のお話もありましたけれども、では区民会議としてそ

れにどう協力していくか、あるいは子育てフェスタを継続していただける場合、こう

いう観点を付加してくださいとか、そういう提案はできると思います。ただ、あくま

でもモデル事業でやりましたので、またここの中でもう１回モデル事業でやるんだと

いうのであれば、またその議論で決められればいいことで、特にこれを継続してどう

のということの観点でやったわけではないことはご説明しておきます。 

白井委員 関連した話かもしれませんけれども、前回も今回も触れたのは、全部の課題に

ついてどういう段階で仕切りをつけていくかということをやればいいと思います。 

 今のお話もそうですけれども、話の中でもう全くやめるというのではなくて、入れ

て、その中でどこまで深めるかということで、これはこういう形で処理できるという

か、次の段階につなげられるねということはそれで整理をすればいいと思うし、まだ

そこまで検討ができていない部分についてはもう少し深めていけばいい話だと思いま

す。そのやり方、ルールを決めたほうがいいのではないかということをずっと申し上

げているので、多分植木委員もそういう話で、その段階で仕切りができればいいと思

います。 

 ここでまた同じことをすると、次の問題は、区の中にはいっぱい課題があると思う

が、それが多いか少ないかとかではなくて、課題については全てのことについて何ら

かのコメントを加えるのがここの使命だと私は思っています。皆さんがどう思われる

かはあれですけれども。絞るということは、どういう形の絞り方かというのがあるか

もしれないですけれども、絞ることを前提ではなくて、全てのことについてどういう

仕切りで解決していく方向性をつけるかというのが多分区民会議の役割かなと私は考

えております。 

金光委員長 今日は、ここで皆さんにいろいろ言っていただいた意見を今そこでまとめて

いただきます。大体の形でグルーピングができていると思いますけれども、それをベ

ースにして、今後、議題を進めていきたいと思いますけれども、とりあえず集まった
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ものについてコンサルのほうからご説明していただければと思いますので、よろしく

お願いします。 

社会空間研究所 では、振り返りも含めながら整理していきたいと思います。 

 まず、今も話に出ましたが、子どもフェスタが非常によかったというのが結構多く

ありまして、これからも継続といった話も出されました。さらに、子どもフェスタを

どういうふうに周知していくかという話も出されたところから引き続きますと、やは

り地域での子育て支援とか、子育てのサポートの仕組みづくり、体制づくりといった

ものが必要なのではないかという話が１つ出たかと思います。ただ、先ほど話に出た

ことですが、子どもフェスタは本当によかったものの、区民会議としてどうするの

か、やっていくというのであれば担い手はどうするのかと。恐らく区民会議の提言す

る事業に全部かかわってくることだと思うのですが、区民会議の提言したものに対し

てどういうふうに実現してくれるか、また実現する人を考えなければいけないかとい

うことがあります。これはテーマというよりも、共通項として、区民会議で提言した

ことの主体になる人ということも考えながらやっていかなければいけないということ

が１つあるかと思います。 

 次に、地域の居場所づくりというのが出たかと思います。これは大きく固めてしま

っていますが、高齢者の方が外に出やすいとか、いられる場所が必要なのではない

か、あと、障害者の方も一般的な生活ができるように、障害者の方を地域でサポート

できるようにということが出たと思います。その後に子どもという話も出ていまし

た。やはり誰でも麻生区にいられる、そういう居場所づくり的なものが必要なのでは

ないかという意見が多かったかと思います。 

 あと、先ほど区長からの話にもありましたけれども、麻生区は高齢化が進んでおり

まして、そこが結構キーになっているお話も出たかと思います。そういう意味で、少

子化を考えて、どうやったら若い人が住めるようになるのか、住みやすいところとは

どういうところなのか考えていく必要があるのではないかということで、若い人が住

みやすいという意味から少子化を考えるということがあったかと思います。 

 それと、子育て世代に知ってほしいことということで、麻生区は緑が多いといった

環境のことがありました。あと、食育という意味で、食べ物といったところが出たか

と思います。今度は若い人に知ってほしいということがあるので、そういうものを発

信できるようにということもありました。 

 それと、先ほどの子どもの居場所のところに戻ってしまうのですが、子どもの居場

所のところにポイントがありまして、子どもの居場所をつくるだけではなくて、そう

いうところを通じて、高齢者も若い人も巻き込んで子どもの居場所づくりをやったほ

うがいいのではないか。子どもの居場所づくりでいろんな人が来られるのではない

か、そこでコミュニティー的なものができるのではないかといったところがありまし
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て、子どもの居場所づくりがポイントになったかと思います。 

 そして、安全安心のまちづくりというのがありました。地震とか防犯の話になると

思います。ただ、そのときに、ハード的にしっかりするのも大事ですが、やはり地域

で見守る、地域で守る人が必要だということで、そういう担い手としまして、まず中

学生に力を発揮してもらったらどうかということと、あと麻生区の特徴として、市民

活動が活発で、それは60代以上の人が結構多い、元気なシニアがたくさんいるので、

シニアの人もいざというときにどんどん防災で活躍できるような仕組みをつくってい

ったらどうかというのがあったかと思います。 

 そういう意味で、地域のコミュニティー単位で防災とか安全とかに取り組んでいか

なければいけないので、見やすい生活圏を考えた安全安心とはどういうものなのかと

いう話につながるかと思います。それと、エリアで考えた安全安心と、あと、先ほど

も話しましたけれども、担い手づくりということで、担い手には３つのキーワードが

出たかと思います。シニア世代、それと中学生、あと、やまゆりがどのように地域に

生かせるのか、麻生区に生かせるのかというのもテーマだという話も出されました。

こういうところから、担い手、地域を支える人たちに、防災なり、そのほかのまちづ

くり活動とかにどういうふうに協力してもらえるかという仕組みづくりをやったらど

うかというのがあったかと思います。 

 あと、地域のつながりの担い手になるだろう中学生とありましたけれども、子ども

のころから地域に関心が持てるような仕組みづくりをしていかなければいけないので

はないかということも意見として出されたかと思います。 

 あとは、麻生区の資源が生かせるような形にならないか、いろんな課題解決をして

いったらどうかという話がありまして、１つは、新百合ヶ丘は芸術の町ということ

で、これを生かして子育てとか高齢者の課題を解決できるのではないか、どういうふ

うに解決するかを考えたいという話もありました。それと、麻生区の特徴は市民活動

が盛んだというところがありまして、これをもっと生かす、発信させるとか、どうい

う形でもっと生かせればいいのか検討するといった意見があったかと思います。 

 あと、高齢化に向けては、移動手段、交通網も考えたほうがいいのではないかとい

う話もあったかと思います。 

 もう１つ、最後に、区の課題の取り組み状況を踏まえて、どういうことをテーマと

していくか考えていきたいという意見もあったかと思います。 

 そういう意味で、テーマどころとしては、子育てのサポートづくりとか、高齢者、

障害者、子どもたちの居場所づくり、安全安心まちづくり、少子化を考える、あと、

麻生の地域の資源を生かしていきたい、地下鉄の延伸に向けて話し合う場が欲しいと

いったようなことに大きく分けられるかと思いまして、共通とすることは、やっぱり

担い手づくりというか、どういう形で担い手をつくっていくか、どういうふうに参加
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してもらうか、主体になってもらうかという仕組みも含めて考えるというのがキーか

なと、皆さんの話を聞いていて思いました。そんな形ですけれども、以上でございま

す。 

金光委員長 ありがとうございました。大きく分けると、６つぐらいに分かれますね。

今、皆さん方の意見をこうやって集約すると、大きな項目で大体６つぐらいに分かれ

て、それぞれの項目をやるに当たって、担い手づくりをどうするかということに全部

絡んでくるという形につながるのかと思います。 

 これをどうするかということですが、第５期で決めるに当たって、次回、第１回企

画部会を全員で開いて、グループのワーキング作業をしていただきます。テーマごと

に分かれて、それぞれのグループの中でテーマをどういうふうに集約していくか話し

合って、どれを選定するか決めていきたいと考えているのですが、どうでしょうか。 

 当然、これに関連するいろんな統計資料とか、あるいはどういう対策がされてきた

かというものは役所のほうから全部提出していただいて、それをベースにして検討を

進めていくということです。優先順位を決めて、最終的にはどういう形で議論を進め

るか皆さん方で話し合って決めていこうという段取りで進めたいと思っていますが、

どうでしょうか。それで課題検討の部会が１つになるのか、２つになるのか決まると

いう流れになるんですが、今ここではどれを選定するかというのは、時間も時間です

から決められませんので、また新たに日を設けて、第１回の企画部会を開催して、そ

の場で決めるという段取りにしたいと思いますが、どうですか。 

菅野副委員長 １つは、お年寄りの問題にしても、子育ての問題にしても、ここに出され

たいろいろなご意見が過去の区民会議等でどれだけ扱われて、どの程度の状況まで至

っているのかというのがありますね。それだけではなくて、まちづくり部会とか防災

とかあっちこっちで、この区民会議とは違うところでもいろいろな会議が行われて区

に提言されていますね。 

 そういうところでも、ここに出ているような意見が今どのように進んでいて、ある

いはどの辺まで解決済みなのか、あるいは、現在、こういう提言からここまで行って

いますということをもう少し吟味することが必要かなと。その上に立って、こういう

のはやっぱり大事だねというところに行くのかなと思います。 

岡倉副委員長 私は、今、皆さんの意見をああいう形で勝手にまとめられたというのは非

常に腹が立つのです。皆さんは非常にいいことをいっぱい言われたじゃないですか。

それをあんなですか。いろんな提案をされている、それをペーパーか何かに起こして

いただけるのですか。そうすれば、それをまた今度のときに生かせると思いますけれ

ども、何かあんな感じでまとめられて、何なんだと思いながらいますが。 

社会空間研究所 申しわけございません。とりあえず概要をまとめさせていただいただけ

で、一言一言、その言葉の裏にある思いもできるだけ酌み上げるような形で整理を
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し、それについてのデータなり、今ご指摘いただいたようなことを改めて整理したも

のを次回お出しして。 

岡倉副委員長 次回じゃなくて、その前に送っていただけませんか。そうすれば、皆さ

ん、見て、どういうことだというのがわかると思いますので、ぜひお願いします。 

社会空間研究所 承知しました。 

事務局 今、おっしゃられたとおり、きょうの結果をわかるようにペーパーでまとめて、

事前にお送りして、自分の意見はこういうふうには言っていないとか、いろいろ修正

があると思いますので、また意見をいただいて、また直してお出しするような作業を

しますので、よろしくお願いします。 

金光委員長 それは事前に皆さんに送れますか。次回の企画部会をいつやるか、まだ日に

ちは決定していませんけれども、それによりますね。これをまとめるのにどのぐらい

の時間がかかるのかという形だろうと思いますけれども、多分割合わかりやすくまと

めてくれると思うんです。今までの経験だと非常にわかりやすくまとめてくれていま

すから、私も余り問題視していないのですが、一応そういう流れで議事を進めていく

ということでいいですか。いや、こうじゃない、こういうやり方をしたほうがいいと

いう意見があれば、この場でお伺いします。―なければ、そういう形で議事を進行

する形をとらせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 では、今回の議題の話し合いについてはこれで終わりにしたいと思います。 

 その後のことについては、事務局からまた説明をお願いしたいと思います。 

事務局 今、話が出ましたのは今後のスケジュール関係でございますけれども、参考資料

２、第５期麻生区区民会議スケジュールイメージを見ていただきたいのですが、今、

話が出ました第１回企画部会でございますけれども、９月か10月に開催を予定させて

いただきたいと思います。後日、企画部会と第２回の全体会議の日程調整を行います

ので、皆様のほうに諮りますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

５ その他 

金光委員長 ありがとうございました。 

 これで本日の検討するべき内容は全部検討したことになります。これで今日の会議

は終了させていただきたいと思いますけれども、皆さん、お忙しいところ出席してい

ただいて本当にありがとうございました。 

 最後に、今日出席していただいた参与の方からご意見、あるいはお話を伺いたいと

思いますので、ひとつよろしくお願い申し上げます。 

相原参与 熱心な議論を聞かせていただきまして、私もいい勉強になりました。特段意見

はないのですが、議事進行役の委員長さんがこれだけ話をされる会議はなかなかユニ

ークだなと思って拝聴していたところでございます。どうぞ活発なご議論をこれから
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されることを心から期待しております。よろしくお願いします。 

 

６ 閉会 

金光委員長 どうもありがとうございました。 

 それでは、今日の会議はこれで終了させていただきたいと思います。突然の指名だ

ったものですから、少し上がりながらの説明で、拙い司会でどうも申しわけございま

せんでした。きょうは本当にご苦労さまでした。 

午後７時２３分閉会 


